
株式会社あわえ 代表取締役
一般社団法人ミライの学校 理事会長

吉田基晴

デュアルスクールから広がる
ミライの関係人口



四国の右下
人口6,000人の過疎の町

徳島県
美波町



人口減少下でも
挑戦者が集い

新たな変化が生まれ続ける
“にぎやかな”町

「にぎやかそ」にぎやかな過疎の町を宣言



⇒少子化対策を推進しながら

縮小を前提とした社会づくり



⇒ゆるやかな縮小にする為にも

地域格差を極小化

東京都 徳島県



子どもや若者を奪い合わず

分かち合う



つまり、二者択一ではない社会

日本は二者択一を求められすぎる？
例）
都会か田舎か？
キャリアか結婚・子育てか？
出世コースかのんびり生きるか？

ひとりが

複数 同時選択 可能な社会をつくる



どうやって？



都市集中しているベンチャー企業の
エネルギーを地方にも

サテライトオフィス誘致



IoT＆通信技術×スポーツイベント

地域の課題 IoT関連企業の課題

トライアスロン大会の
運営負荷を下げたい

実践的ソリューションを創
りたい

アウトドアイベント省力化システムを開発



IoT＆通信技術×災害対策

地域の課題 IoT関連企業の課題

✓ 南海トラフ大地震に伴う
津波の減災対策の課題

✓ テクノロジーは有してい
るが、実践的ソリュー
ションに至っていない

産・官・学連携で減災システムを開発
※2017年11月4日NHK6時のニュースより



IoT＆通信技術×製炭

地域の課題 IoT関連企業の課題

✓ 製炭時炭窯を離れられない ✓ テクノロジーは有してい
るが、実践的ソリュー
ションに至っていない

製炭プロセス把握システムを開発



サテライトオフィスは

●転職なき移住
●移住なき多地域活動（生産も消費も）

●地方のチャレンジを増やし
●地方のチャレンジの多様化

を可能にした処方箋



H25推計 H30推計
H25・H30推計

2040年人口比較
2010 2040 2015 2040 増減 変化率

徳島市 264,548 206,368 258,554 215,625 9,257 4.5%

阿南市 76,063 57,487 73,019 54,467 -3,020 -5.3%

神山町 6,038 2,395 5,300 2,367 -28 -1.2%

美波町 7,765 3,592 7,092 3,915 323 9.0%

徳島県 785,491 571,016 755,733 574,474 3,458 0.6%

美波町はH24～H29の６年間で５回
超過

※同期間に４回以上の流入超過は全国で86自治体だけ

３大都市圏からの人口流入超過
※出典 国土交通省「移住などに関する定量分析」

三大都市圏からの転入超過回数

人口推計が改善

2040年の人口予測数値が５年間で9.0%改善



徳島県で生まれた地方創生薬を

全国に





令和3年度ふるさとづくり大賞
優秀賞（総務大臣表彰）

令和２年度情報通信月間 総務大臣表彰
持続可能な社会モデル構築への貢献



大人の流動性は高まった

子どもたちは？

デュアルスクール



東京-徳島の２地域生活をしていた私

きっかけは妻の言葉

「私や子どもたちは、お父さんのよう
にはできないのよ」

“複数校就学”の必要性を
徳島県と徳島県教育委員会に提言



“区域外就学制度”を活用し住民票を異動せず転校

都市部・地方の双方で学び、その良さを体験

デュアルスクールとは

徳島県でのデュアルスクールの流れ
① 生徒・父兄の要望に応じ受け入れ学校をアレンジ
② 送り出し側・受け入れ側の両教育委員会の合意形成
③ 転校手続き
④ 補助教員を配置し、デュアルスクール開始（2週間～
⑤ 転校手続き
⑥ 主籍校に帰校



平成28年12月「まち・ひと・しごと創生創造
戦略」において、「地方への移住に伴う子供
の就学手続きについて区域外就学制度が活用
できることを周知する」ことが明記され、文
部科学省より全国の教育委員会に通知されま
した。

文科省の動き

デュアルスクールとは





デュアルスクール生がきっかけで
20年ぶりに子供神輿が復活!

春は東京で運動会
秋は徳島で運動会



移住／二地域居住
候補地探し

リモートワーク
ワーケーション

親の介護
里帰り出産

【様々な利用シーン】

地方創生も加速させる多地域就学
家族の多地域居住

・里帰りデュアルスクールで、登校する孫をはじめてみた祖父母
・「デュアルスクール滞在中は3時間子どもと過ごす時間が増えた」
・「息子が放課後に友だちを家に連れてくる姿をはじめて見た」
・「教科書が地域により異なることを知るのも学び」

受入校の校長先生のコメント

「この子達は同級生が少ないから、中学生や高校生になった時に、自分たちとは全く違
う完成したコニュニティに飛び込む時が来る。デュアルスクールで来ている子どもたちを
迎え入れることで、自分も違う環境に飛び込んでいくための準備をしてほしい」



デュアルスクール実施による受入地域への効果



31人



『第10回全国知事会先進政策大賞』受賞

『2019年度トレンド予測発表会』

『2022年グッドデザイン賞金賞』受賞

デュアルスクール社会認知の向上



新たな動き



LCA国際小学校は2021年9月に徳島県海陽町にサテライトオフィス出展
アフターコロナにおける新たな取り組みを地元小学校と連携して展開

【LCA国際小学校】
2005年小学部設立
2008年文科省認可小学校化
※日本初の株式会社立小学校

～学校単位のデュアルな学び～サテライトスクールPJ



LCAサテライトスクール

2022年1月
児童4名及び保護者家庭
（計12名）

2022年6月
児童20名及び保護者家庭
（計47名）

2022年10月
児童26名及び保護者家庭
（計59名）



履修主義⇒習熟主義 個別最適化（効率化） 探究的な学習

ICT教育／遠隔授業 STEAM教育

働き方改革
リモートワーク
ワーケーション

サテライトオフィス

SDGs教育

世の中の変化（キーワード）



大切にしていること

子どもたちも学びも

地方創生や人口問題の為にあらず

学びたい場所で学べる環境を子どもたちに

それが地方創生に繋がる



目指す世界

既存の学校・制度の枠組みに囚われず、子どもたちの選択肢を拡げ、
流動性を高めることで、地域に存在する“生きる力”に触れ、未来を担
う子どもたちの新たな価値観が生まれる場を全国へ



徳島県での社会実装で見えてきたデュアルスクールの課題

◼ 転校手続きが煩雑で受入校や先生の負荷が大きい

◼ デュアルスクール中の滞在設備不足（希望者はその地域ならではの生活を希望）

◼ 予算手当て：補助教員採用の費用など

◼ 双方向性：「都市⇒地方」に留まっており「地方⇒都市」や「地方⇒地方」での事

例なし

要望＆提言

◼ 全国拡大に向けた事業化：需要そのものの拡大に加え、要望の多面化に徳島県だけ

では対応できません。“おためしデュアルスクール（仮称）”の推進をご検討ください

（事業例 総務省「おためしサテライトオフィス事業）

◼ デジタルやAIを活用した個別学習の推進：学びのポータビリティ向上に寄与

◼ デュアルスクールの子どもたちに与える効果の検証

◼ 不登校対策への適用検討



ご清聴

ありがとうございました
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